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　学制による学校教育が開始されると、学校での昼食は児
童が持参していた。しかし、不況による貧困のため欠食児童
が多く、これらの児童を支援するため、明治22（1889）年に尋
常忠愛小学校(現山形県鶴岡市)が昼食としておにぎりや漬け
物などを支給したことが学校給食の始まりとされている。後
に国や県も欠食児童が多いことを教育上の問題と捉え、明治
時代末期頃から昭和初期にかけて食料の他、教科書・学用品・
被服などの給与を実施し、就学を奨励した。
　昭和7（1932）年には国が「学校給食実施の趣旨徹底方並び
に学校給食臨時施設方法」に関する訓令を発し、埼玉県も同
年9月に｢学校給食臨時施設ニ関スル件｣という文書を発し

て、国庫から学校給食
交付金を交付すること
で、一部の学校で給食
が開始された。
　その後、度重なる戦
争により財政情勢が悪
化して給食は一時中断されるが、昭和29（1954）年に学校給
食法が施行され、小学校への給食実施が義務付けられた。
また、昭和31（1956）年には学校給食法の一部が改正され、給
食の範囲が中学校に拡大し、給食が義務教育の場における
教育の一環として実施されるようになった。
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あ
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８
７
３
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６
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。
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瓦
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。
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８
７
８
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４
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８
７
７
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瓦
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。
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４
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齢
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。
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９
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ら
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史
学
大
意
・
幾
何
学
罫け

い

画が

大
意

（
図
画
）・
博
物
学
大
意（
自
然
）・

化
学
大
意
の
４
教
科
が
加
え
ら
れ

た
。な
お
教
科
書
に
つ
い
て
は
、明
治

時
代
初
頭
に
は
翻
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や
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っ
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、世
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っ
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化
し
、
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々
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に
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っ
て
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め
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れ
て
い
っ
た
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

学校の誕生
〜寺子屋から学校へ〜

学校給食の開始
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図　明治10年頃の学区　★は学校の場所　☆は移転前の学校の場所

昭和37年頃の中央小学校での給食


